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【公開日】令和1年9月12日(2019.9.12)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ   5/40     (2017.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月9日(2020.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と該筐体内に収められた往復動発生部と、該往復動発生部に設けられた振動筒と、
該振動筒に設けられたリーマの着脱部とから成り、
　モータに接続される回転軸の先端部に偏心させて設けられたピンが、前記振動筒の側面
部に設けられたピン穴に掛合することで前記往復動発生部が構成されており、
　前記着脱部がリーマを後側から挿着するためのリーマ装着口であると共に、挿着したリ
ーマをその装着方向で止めるための固定手段を前記リーマ装着口に備えており、
　前記振動筒をリーマの長手方向を軸として受動的に回動自在とすべく、前記ピン穴が前
記振動筒の側面部の周囲に２７度以上３６０度未満の内の任意の角度に亘って設けられて
いることを特徴とする、リーマの電動式往復動発生具。
【請求項２】
　往復動を行う前記振動筒の先端部が、該先端部に指先を押し付けて固定することが出来
るように、前記筐体から常に突出するように設けられている、請求項１に記載のリーマの
電動式往復動発生具。
【請求項３】
　前記固定手段がネジ蓋である、請求項２に記載のリーマの電動式往復動発生具。
【請求項４】
　筐体と該筐体内に収められた往復動発生部と、該往復動発生部に設けられた振動筒と、
該振動筒に設けられたリーマの着脱部とから成り、
　モータに接続される回転軸の先端部に偏心させて設けられたピンが、前記振動筒の側面
部に設けられたピン穴に掛合することで前記往復動発生部が構成されており、
　前記着脱部がリーマを後側から挿着するためのリーマ装着口であると共に、挿着したリ
ーマをその装着方向で止めるための固定手段を前記リーマ装着口に備えており、
前記ピン穴が前記振動筒の側面部の全周に亘って設けられていることにより前記振動筒が
リーマの長手方向を軸として受動的に回動自在であり、往復動を行う前記振動筒の先端部
が、該先端部に指先を押し付けて固定することが出来るように、前記筐体から常に突出す
るように設けられていることを特徴とする、リーマの電動式往復動発生具。
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【請求項５】
　筐体と該筐体内に収められた往復動発生部と、該往復動発生部に設けられた振動筒と、
該振動筒に設けられたリーマの着脱部とから成り、
　モータに接続される回転軸の先端部に偏心させて設けられたピンが、前記振動筒の側面
部に設けられたピン穴に掛合することで前記往復動発生部が構成されており、
　前記着脱部がリーマを後側から挿着するためのリーマ装着口であると共に、挿着したリ
ーマをその装着方向で止めるための固定手段を前記リーマ装着口に備えており、
　前記往復動発生部は、リーマを０．５ｍｍから２．０ｍｍの幅の内で任意の距離を往復
動させ得るように前記ピンの振幅が設定されていると共に、前記振動筒がリーマの長手方
向を軸として受動的に回動自在となるように、前記ピン穴が前記振動筒の側面部の周囲に
２７度以上３６０度未満の内の任意の角度に亘って設けられていることを特徴とする、リ
ーマの電動式往復動発生具。
【請求項６】
　請求項１から請求項５の何れか一に記載のリーマの電動式往復動発生具が、針状部と支
軸とから成り前記針状部が柔軟に屈曲する歯科用のリーマを備えている、リーマ付きの電
動式往復動発生具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　図９で表したこの実施例は上述した実施例５に次のような構成を採用したものである。
すなわち振動筒４０１の側壁部に切欠部４０５を設けることにより、振動筒４０１の重量
をより軽いものとした。従って往復動発生具４００の全体重量も、より小さなものとなっ
ている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　なお図中符号１０２は振動側筐体を、符号１０３は振動筒装着口を、符号４０２はピン
穴を、符号４０３は針通し孔を、符号４０４はリーマ装着口を、符号１０８はガイドピン
を、符号１０９はガイド溝を指している。切欠部４０５の形状や個数や設ける位置などは
任意設計事項である。切欠部として孔が開いていることが好ましくないのであれば、軽い
素材で切欠部を埋めるような工夫をしても良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　図示しないハンドル側筐体の内部にはマイクロモータが収められており、この実施例９
では、チェアーユニット電源からの電力によって回転駆動されるように構成されている。
マイクロモータの回転軸は、ハンドル側筐体の先端部分に設けられたギヤードボックスに
連結されており、このギヤードボックスの出力端は回転軸２００に接続され、この回転軸
２００に上記ピン２０１が設けられてピン穴６０４に掛合されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　この発明によって上述したような問題点は大分改善されたわけであるが、鋭意研究開発
を行った結果、振動筒６０３を自由回動させるようにすると更に良いと言う知見を得るこ
とが出来たのである。この自由回動とは、駆動力によって強制的に回転・回動させること
ではなく、ただ固定しないようにしておいて、左右のどちら方向へも、外力に抗うことな
く自由に動けることを言う。このように構成したことで、リーマの往復運動に対する抵抗
があっても、或いは根管に喰い込みそうになることがあったとしても、それを避けること
が出来て、針状部の捩じれや曲がりが起こりにくく円滑に往復運動を継続することが出来
るようになったのである。図１２は動作状態を表した模式図であるが、ピン穴６０４には
ほぼ同じような径のピン２０２が挿入されているため、モータの回転軸に偏心状態で繋が
るピン２０２が回転すると（図１２ではピン２０２は鎖線で表した位置から実線で表した
位置へと移動した瞬間が表されている）、この回転運動は振動筒６０３の、図１２の前後
方向の往復運動に変換される。その一方でピン穴６０４が振動筒６０３の外周部に３６０
度に亘って刻設されているため、振動筒６０３は矢線の方向に自由に回動運動を行うこと
が出来る。正にこのことがリーマの針状部を捩じれにくくしているのである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　１：往復動発生具　１０：ハンドル側筐体　１１：充電端子　１２：支持部
　１３：回動軸　１４：振動側筐体　１５：振動筒装着口　１６：振動筒
　１７：リーマ装着口　１８：バネ　１９：コロ
　２：モータ　２０：回転軸　２１：板カム　２２：スイッチ　２３：入力端子
　２４：二次電池　２６：回転版　２７：ピン　２８：回転版　２９：ピン
　３：リーマ　３０：挿着部　３１：針部　３２：リーマ　３３：挿着部　３４：針部
　４：往復動杆　４０：ピン穴
　５：往復動杆　５０：リンク杆　５１：摺動溝　５２：連結軸　５３：回動軸
　６：往復動杆　６０：挿通孔　６１：クランク軸
　７：多段板カム　７０：一段目カム　７１：二段目カム　７２：三段目カム
　７３：コロ　７４：回転軸　７５：切替杆
　８：振動側筐体　８０：振動筒装着口　８１：振動筒　８２：リーマ装着口
　８３：バネ　８４：コロ　８５：押圧バネ　８６：ボール　８７：偏心重錘
　８８：振動筒　８９：アダプタ装着口
　９：アダプタ　９０：ゴム筒　９１：リーマ装着口
１００：往復動発生具　１０１：ハンドル側筐体　１０２：振動側筐体
１０３：振動筒装着口　１０４：振動筒　１０５：ピン穴　１０６：針通し孔
１０７：リーマ装着口　１０８：ガイドピン　１０９：ガイド溝
２００：回転軸　２０１：ピン　２０２：ピン　２０３：ピン
３００：ネジ蓋　３０１：ネジ蓋　３０２：ネジ蓋
４００：往復動発生具　４０１：振動筒　４０２：ピン穴　４０３：針通し孔
４０４：リーマ装着口　４０５：切欠部
５００：往復動発生具　５０１：振動側筐体　５０２：振動筒装着口　５０３：振動筒
５０４：ピン穴　５０５：針通し孔　５０６：リーマ装着口　５０７：受けゴム
５０８：ガイドピン　５０９：ガイド溝
６００：往復動発生具　６０１：振動側筐体　６０２：振動筒装着口　６０３：振動筒
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６０４：ピン穴　６０５：針通し孔　６０６：リーマ装着口　６０７：先端露出部
７００：往復動発生具　７０１：振動筒　７０２：ピン穴
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